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今年度が始まって５か月が経とうとしています。3月に巣立っていった 29期生 20名は、新しい環境の中で看護師として一歩一歩成長して 

いることと思います。 

4月に入学した 1年生は学校生活にも慣れて、熱心に授業を受けています。2年生と 3年生は、より専門的に、病院や施設の実習で学びを深 

めています。これからも看護専門職の自覚と責任を持ち、温かく豊かな人間性と社会人基礎力を育みながら、看護師になるための専門的知識と 

技術を主体的に学んでいくことを期待します。                                    校長 石川 

 

 

 

 

 

 

＜令和７年 4月４日（金）＞ 

令和７年度富良野看護専門学校入学式を挙行し、第 32期生 13名の新入生をお迎えしました。 

実習病院など関係者の皆様からは、美しいお花や多くのご祝辞・祝電を頂戴し、心から御礼申し上げます。 

式典では、富良野市長 北 猛俊 様 をはじめ、 富良野市議会議長 渋谷 正文 様、富良野医師会会長 小山内 裕昭 様 からご祝辞をいただきました。 

また、北海道社会事業協会富良野病院看護副部長 石塚 文恵 様、医療法人社団ふらの西病院看護部長 安達 忍 様 に来賓としてご出席いただきま

した。ご家族が見守る中、入学生を代表して 白椛 冴 さんが看護師を目指して努力していくことを宣誓し、３年生の 阿部 梨央 さんが新入生を歓迎

する言葉を送りました。新入生の皆さん、これから３年間、皆で支え合い一緒に頑張っていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

祝辞 

富良野市長   北 猛俊 様 

 

 

 

ようこそ 富良野看護専門学校へ！   入学式を挙行しました 
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入学生宣誓 

   白椛 冴 さん 歓迎の言葉 

３年 阿部 梨央 さん 

来賓の皆様 

祝辞 

富良野市議会議長 渋谷 正文 様 

祝辞 

富良野医師会会長 小山内 裕昭 様 
学校長挨拶 
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＜令和７年４月 10日（木）＞ 

1 年生は入学時オリエンテーションの教育ガイダンスの一環として、「理想の看護師になるために」をテーマにグループワークを行いました。学生間の

意見交換や教員のコメントから、自分がどんな看護師になりたいか、そのためにどんな努力をして行ったら良いか、それぞれに考えを深めていくための

貴重な時間です。これから一緒に「理想の看護師」目指していきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜令和７年４月 17日（木）＞ 

2 年生の看護形態機能学のグループワーク風景です。様々な文献や資料を参考に、 

 主体的・積極的に学習しているのが伝わってきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

お祝いのお花 

お祝いのお花 

入学式前の受付 準備万端な教職員 

1年生の担任 

２年生の授業風景 

1 年生の授業風景 
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＜令和７年４月 24日（木）＞ 

３年生の母性看護方法論Ⅲの演習の様子です。新生児の蘇生処置を実施しています。教員の説明を聞き真剣に取り組む学生達の姿が、さすが 3年生！ 

と思える一場面でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜令和７年４月 28日（月）＞ 

２年生が診療援助技術論の授業で、救命救急処置の基礎知識や心肺蘇生について学びました。救命救急士・救急隊員の方々にご指導いただきました。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５ 

 

＜令和７年５月 15日（木）＞ 

1年生が生涯学習センター見学を行い、富良野市の歴史や風土を学びました。 

 富良野を多角的に理解して「富良野愛」を深めるとともに、 

 クラスの交流も深まった楽しい時間でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習センターを見学しました 

３年生の授業風景 

救急法を学びました 
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＜令和７年５月 23日（金）＞ 

避難訓練と消火訓練を行いました。今年の避難訓練はスモークマシンを使用してのリアルな状況の中、学生も教員の表情も真剣です。全員が速やかに

避難し、富良野消防署の方からの講評の後、消火訓練にも積極的に参加しました。 

火災を起こさないように気をつけて生活すること、日ごろから準備をしておくこと、火災が起こったら慌てずに落ち着いて行動することを忘れないよ

うにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜令和７年６月 11日（水）＞ 

１年生を対象に、就職説明会を開催しました。 

説明会には、「北海道社会事業協会富良野病院」、「ふらの西病院」、「市立芦別病院」から、看護部門と事務部門の代表者がご出席くださいました。 

 病院の特徴や看護で大切にしている事、修学資金等について説明していただき、学生は就職についての理解と関心を深めることができました。 

また、当日出席できなかった医療機関からはパンフレット等の資料をご提供いただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜令和７年７月３日（木）＞ 

北海道社会事業協会富良野病院（富良野協会病院）で開催された臨床指導者会議に、教員が参加し、 

 学生が実習で学びを深めていくための支援や助言について意見交換を行いました。 

会議では副看護部長のご講演の後、グループワークを行い、効果的な学生指導等について多くの 

示唆を得ることができました。また、病院と学校の職員が一緒に学び、お互いの思いを話し合うこと 

で、協力して学生を育てていこうという意識が高まり、大変有意義な時間となりました。 

合同の研修も今年で３年目となりました。今後も教員の資質向上を図り、病院と学校との連携を深め 

ていけるように努めていきたいと思います。 

教員が富良野協会病院主催の臨床指導者会議に参加しました 

避難訓練を行いました 

就職説明会を開催しました 
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＜令和７年７月 25日（金）＞ 

オープンキャンパスを開催し、富良野市内だけではなく上川・留萌・空知管内等から、高校生やご家族の皆さん 61名に来校していただきました。 

今年のプログラムは、教育内容等のご説明の後、在校生との交流会、看護技術体験、校内見学でした。特に看護技術コーナーは、１週間前に納品された

ばかりの「高機能シミュレーター（成人、妊婦、小児）の体験」、「白衣試着と写真撮影」、「ハンドマッサージ」など新しい内容が盛りだくさん。また、在

校生との交流会は、和気あいあいとした雰囲気の中でおしゃべりがはずみ、大変好評でした。 

  参加者の皆さんへのアンケートでは「看護体験や実習内容を知ってイメージができた」「明るくて雰囲気が良いと感じた」「教科書や時間割の実際を見

て良くわかった」「みんな(学生)が楽しそうに見えた」「この学校で学びたいと思った」などの感想をいただきました。もっと多くの学生との交流や、学習

内容についての具体的な説明を希望するご意見もあり、来年度の企画に活かしていきたいと考えています。当校の魅力をたくさんの方に知っていただけ

るように、これからも工夫を重ねて参ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

オープンキャンパスを開催しました 

メイン会場 

在校生からの歓迎メッセージ 

白衣試着と写真撮影 

高機能シミュレーターで、

呼吸音や脈拍、心電図など 

を学びます 

血圧測定。自分の血圧を

教員と一緒に測ります 

高齢者体験 授業で使う模型や実習服の展示 

教員手作りの学生人形とバルーン

がお出迎え 

妊婦のエコー検査。 

胎児が見えます 

大人気のハンドマッサージコーナー。 

体験できなかった皆さん、ごめんなさい 

１歳児のモデル。

複数の泣き声から 

この子の気持ちが

わかるかな？ 

手洗い体験 授業内容や時間割の紹介 
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＜令和７年７月 29日（火）＞ 

 1年生全員と 2年生・3年生の有志が北海へそ祭りに参加し、若々しく可愛らしい踊りを披露しました。 

皆で頑張って手作りした 1 年生の図腹 T シャツと、2 年生・3 年生の色とりどりの浴衣、今年から電飾でピカピカに光らせた看板の効果もあってか、

「へそ衣賞」をいただきました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「看護師等養成所における ICT 機器を活用した教育の実践、学生指導等を含む看護教育の業務効率化に資する取組とその評価を行うことで、 

看護現場の DX促進に寄与すること」を目的とした本事業の実施団体として選定されました。 

事業の補助金で「多職種連携ハイブリッドシミュレーター」「周産期全身モデル」「小児の身体診察シミュレーター」「電子黒板」等を購入し、 

 今後、授業や演習等で活用していきます。 

  また、教務事務もDX 化していくことで、学生の皆さんの利便性を高め、喜んでいただけるように改善していく予定です。 

  教職員も勉強しながら頑張りますので、皆で DX を推進していきましょう。 

                 ※ 看護教育機関、医療機関の方々からシミュレーター等の見学のご希望があれば、積極的にお受けします。 

                   富良野看護専門学校（0167-22-5510）にお電話ください。 

                 ※ 教職員の研修の内容は、他の看護学校の方々にも公開予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 北海へそ祭りに参加し、「へそ衣賞」を受賞しました  

厚生労働省の「看護現場におけるデジタルトランスフォーメーション効果検証事業 

（看護師等養成所における DX 効果検証事業）」の実施団体として選定されました 
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 「デジタル版」 

                    ⇩ 

                                           

 

 

「看心ふらの」令和７年度第２号は 12月末に発行予定です 

編集後記： 

ナイチンゲールが看護を専門職として確立したのは、今から 200年前 

の事です。小さなランプを持った「白衣の天使」というイメージをお持ちの 

かたも多いと思います。 

今回はナイチンゲールの残した名言を皆様と共有したいと思います。 

厳しい言葉で驚くかもしれませんが、ナイチンゲールの「看護」に対する 

真摯な思いが伝わってきますね。 

 

看護とは、私たちが年ごと月ごと週ごとに＜進歩＞しつづけない 

かぎりは、まさに＜退歩＞しているといえる、そういうものなの 

である。 

目的を高く掲げなさい。 

 

ナイチンゲール著、湯槙ます監修・薄井担子訳：ナイチンゲール著作集 

第 2巻「看護師と見習生への書簡・書籍１」、現代社、1977 

学校の日常 

この春、最初に

咲いた桜の下で 

校門前の満開の桜 
中庭でランチ 

学校前の歩道をキジバトが歩いていました 

朝は「デーデーポッポー」と元気です 
学校敷地内にエゾリス発見！ 

駐車場から木にダッシュ！ 

富良野看護専門学校ホームページ 


